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は じ め に

貝塚市は北 を海 に面 し、南は山波 に接 した風光 明美 な自然環境 に恵 まれた立

地条件 を有 し、歴史的にも古い伝統 をもち、泉州地域の中 におきまして も重要

な発展 を遂 げて きた所で、市内各所 には貴重な文化財 が数多 く散在 してお りま

す。地下 に埋 もれ る埋蔵 文化財 にお きま して も市内には数多 くの包蔵地 を有 し

てお ります。

しか しなが ら、近年の都市化 の波 による各種開発 はこれらの文化財 を破壊 の

危機 にさらしているの も事実で あります。

本書は貝:塚市が昭和61年 度事業 として実施 して まい りま した緊急調査 による

埋蔵 文化財 の発掘調査結果の一部 をここに報告す るものであります。

調査 はその性格上開発行為に伴 うものであ り、期 間的 ・面積的 な制約 が加 わ

る中での調査 が多 く充分 な成果 が得 られていないの も事実で あります が、地域

の歴史 を知 る うえで多少 な りともみなさま方のお役 に立つ一助 となれば幸 いか

と存 じます。

なお、調査 にあた り地元の方 々をは じめ関係者各位 には多大 のご協 力とご理

解 を頂 き末筆ではありますがここに深 く感謝の意 を表 します。

昭和62年3月

貝塚市教育委員会

教育長 岡 根 和 雄
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1堀 遺 跡 の 調 査

1位 置 と環 境

発掘調査 を実施 したのは、貝塚市の北部に位置する堀遺跡地内の一角である。調査地は

貝塚市 と岸和田市との境 を流れる津田川左岸の河岸段丘上の最上位の縁辺 に位置 し、海抜

は約10m程 度を測る。現在の海岸線か らは約1㎞ 内陸部にはいった地点である。

周辺には現在のところ、水田あるいは畑 といった耕作地が若干広がっているものの宅地

や小工場等の建物がかなり密集 している地域である。

周辺地域 を含めた当地域の歴史的環境 については、現在までのところあまり明確 にはと

らえられていないのが実情であり、当堀遺跡の性格 についてもかつて奈良～室町時代 の遺

物が散布 しているといった遺物散布地 としての取 り扱いだけであった。今回の調査結果か

ら、奈良時代以前の住居跡等が検出 され、少なくとも古墳時代中期頃までには人々の生活

が始 まっていたようである。

津田川の左右両岸には、地理的に見て当遺跡以外 にも各時代の集落跡等が存在 していて

も不思議ではない地域のように思われ、今後の調査 に期待 される地域である。

今回報告す るのは、昭和60年 度末 および本年度に調査 した同敷地内の2ケ 所の調査結果

について報告するものである。

2遺 構 と遺 物

調査の方法は、宅地造成の計画 をも勘案 しながらではあるが、調査地 に結果的なはコの

字形で幅約4m、 総延長約66mの トレンチ状の調査区 を設定 し、発掘調査 を実施した。

基本土層としては20～50cmの 現表土(攪 乱盛土)下 で遺物包含土層 となる。以下、遺物

包含土層の堆積が30～80cm程 見 られ黄色地山面 に達する。各種遺構 はその地山面に切 り込

む形 で検出された。

検出遺構の種類 としては、A区 西端 および中央部とB区 で方形のプランをもつ竪穴式住

居跡 を合 わせて4基(SB-1,2,101,102)検 出するとともに、多量の須恵器飯峭壷形土器

を検出 した溝状遺構(SD-1)や 掘立柱建物跡2棟 およびその他性格不明の柱穴や土壙状

の落 ち込み遺構を多数検出した。以下、検出遺構の種類別に報告することにする。
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図1.貝 塚市遺跡分布図
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1.沢 新 出 遺 跡

2.沢 海 岸 遺 跡

3.沢 遺 跡

5.長 楽 寺 跡

7.丸 山 古 墳

8.地 蔵 堂廃 寺 跡

9.下 新 出 遺 跡

16.河 池 遺 跡

19.泉 州麻生塩壼出土地

20.堀 遺 跡

21.橋 本 遺 跡

22.貝 塚 寺内町遺跡

23.加 治神前畠中遺跡

24.明 楽 寺 跡

25.沢 共同墓地 遺跡

26.沢 西 出 遺 跡

27.沢 海 岸 北 遺 跡

28.沢 城 跡

29.新 井 鳥 羽遺 跡

30.新 井 ノ池 遺 跡

34.澱 池 遺 跡

35.積 善 寺 城 跡

51.窪 田 遺 跡

57.堤 遺 跡

58。 小瀬五所山遺跡

59.石 才 遺 跡

60.王 子 遺 跡

66.脇 浜 遺 跡

67.今 池 遺 跡

70.石 才 南 遺 跡

72.地 蔵 堂 遺 跡

表1.貝 塚市遺跡地名表

図2.堀 遺跡調査位置図

竪穴式住居跡

4基 検出している。SB-1はA区 西端 の壁面に沿 って検出 したものであるが、全体の

約2分 の1程 度 を調査 したのみである。規模 としては一辺約3mを 測 り、遺構検出面 より

の住居跡の深さは約15cm程 であった。出土遺物 としては土師器の高坏(遺 物番号21,22,25)

坏(23)、 小型壷(24)の ほか壷形土器かと思われる土師器の小破片が床面よ り多数検出され

ている。

SB-2は 、A区 のほぼ中央部で検 出したものである。規模 としてはやや長方形 を呈 し
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一辺約4mと5mで ある。遺構検出面よりの深 さは最大約40㎝ 程度 を測 り得た。ただ、壁

溝 および柱穴は検出し得なかったものの住居跡内の南側で貯蔵穴かと思 われる不定形 な土

壙 を1ケ 所検出 した。土壙内からは土師器の高坏(14)と 壺(20)の 口縁部が出土 したほ

か、住居跡内の床面および床面 よりやや浮 き上がった状況で、土師器の高坏(13,16)、 甕

(15,)お よび小型壼(18)、 壺(19)等 が検出 されている。

B区 では、切 り合い関係 を有 して、SB-101,102の2基 の竪穴式住居跡 を検出した。切

り合い関係 よりSB-101の 方が新 しいものであるが、SB-102の 床面の深 さがSB-101よ

り深 く、また住居跡の東側部分が全体に攪乱削平されているため、SB-101の コーナーが

削 り取 られてしまっていたこともあり、完掘後の記録図面上からはSB-101が 不明確 なも

の となって しまっている。

SB-101の 規模 としては、一辺約4mの ほぼ正方形 となるものである。遺構検出面より

の深 さは約10cm程 度である。出土遺物としては、出土量が少なくかつ小破片であったため

器形の分かるものとしては、土師器の高坏(1,2,3)片3点 および南東隅の壁面 に沿 って砥

石(4)を1点 検出したのみである。

SB一 ユ02は、一辺3.5～4mの やや不整形な方形 を呈す る住居跡である。住居跡の東側 が

攪乱削平が きついため、遺構検出面よりの深さは東側部分で約20cm程 である。ただ、最大

の深 さは約40cm程 度を部分的に測 り得た。住居跡内中央部には、床面よりの深 さ約30cm、

径約40cmの 掘 り方を呈す る2本 の主柱穴が南北方向に並び、 さらに住居跡の各 コーナーに

は添 え柱 とでもい うべ き深 さ10～20cm、 径約30cmを 測 る柱穴 を4ケ 所検出 し得た。また、

東側壁面には、一辺約1mの やや不定形 な方形 を呈する土壙状遺構 をも合わせて検出 して

いる。 この中からは土師器の小型壷が1点 出土 し、その他床面あるいはやや床面より浮 き

上がった状況で高坏(5,6,7)、 甕(11)、 小型壺(8,9,10)お よび大型の壺(12)等 が出土

した。

これら竪穴式住居跡4基 の時期としては、SB-101がSB-102よ り新 しいことは分かる

が、SB-1お よびSB-2と の時期的差異 についてはあまりないもの と思 われ、SB-1

02と ほぼ同様の時期の ものと考えられる。年代 としては、5世 紀前半代それも須恵器出現

期前後のものと思われる。 なお、今回の調査 で、SB-102内 の埋土 よりサ ヌカイ ト製の石

鏃(59,60)お よび石錐(61)が 少量の剥片 とともに出土 しており、またSB-102の 北側で

SB-102に 伴 う貯蔵穴かと思 われる長径約1.41n、 短径約0.9m、 深さ約0.6mで 断面形 が緩

やかなV字 形 を呈する土壙(SK-101)を1基 検出しているが、その埋土内からもサヌカ

4



図3.遺 構 平 面 図
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イ トの剥片や石斧(58)片 が出土しており、弥生時代の包含土層 を埋土 としているよ うで

ある。 これは近 くに弥生時代の集落跡も存在する可能性 を示すものと思われる。また、S

B-101内 出土の高坏脚部(2,3)に ついても土器形態 においてこの住居跡に伴 う遺物 と考 え

るにはいささか問題があるように思 われる。

溝状遺構

前述の竪穴式住居跡とはまった く時代 を異 にするものであるが、A区SB-2の 東側で

検出 した溝1(SD-1)が 上げられる。

SD-1はSB-2の す ぐ東側 より検出され、南東方向からしだいに東方 に向きを変 え

ている溝である。検出し得た全長は約15mを 測 り、溝幅については溝自体が調査区の壁面

に沿 って走 っており、一方の肩部分のみの検出で正確 な幅は不明であるが、おおむね最大

の幅 は約2m程 度の ものと思 われる。遺構検出面よりの深 さは15～30cm程 度 を測 り得た。

'

覊 丶3
図4.・ 竪 穴式 住 居跡101(SB-101)出 土 遺 物
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出土遺物 と しては、須恵器 の坏 蓋(31,32,33)、 坏 身(34,35,36)の ほ か高坏(38,39)お

よ び壺(37)や 土 師器坏(40,41)等 が出土 して いるが、 その他 に100点 以 上 の須恵 器飯 峭

壺形 土器(42～57)が 出土 して い る。

遺 物の検 出状 況 としては、溝内 の底場 付近 よ りの出土 はほ とん どな く若干浮 き上 がった

0
1

20cm

■

図5.竪 穴式 住 居跡102(SB-1.02)出 土遺 物
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状態での出土である。飯蛸壺形土器の出土状況 も全て溝内上部よりの出土であるが、約5

ケ所のブロックに大きく分かれて出土 し、1ブ ロックが20～30個 であった。それも折 り重

なるように山積 された状況 での出土であった。SD-1の 時期としては、出土遺物よ り7

世紀初頭頃の ものと考えられる。

図6.竪 穴式住居跡2(SB-2)出 土遺物
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図7.竪 穴式 住居 跡1(SB-1),落 ち込 み状遺 構5・6(SX-5・6),土 壙2(SK-2)出 土遺 物
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図8.溝1(SD-1)出 土 遺物

その他、・SD-1と 同時期かと思 われる出土遺物 をもつ遺構 として土壙2(SK-2)

および性格不明の落 ち込み状遺構5,6(SX-5,6)等 があるもののSD-1と の関

連性 については不明瞭 なものである。
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図9.溝1(SD-1)出 土遺 物
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図10.溝1(SD-1)出 土遺 物
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0 10㎝一
図11.土 壙101(SK-101)出 土遺 物

掘立柱建物

掘立柱建物跡はA区 内において2ケ 所で検出しているが、調査区が幅4m程 度とい う狭

い トレンチであるため、検出 し得た掘立柱建物3,4(SB-3,4)の 全体規模は不明

である。

SB-3は 竪穴式住居跡2(SB-2)の すぐ西側で検出したもので、検出規模は2問

(全長2.7m)×1間 以上(1。7m)で ある。柱穴掘 り方はほぼ円形 を呈 し、径約70cmの 掘 り

方内に約20cmの 円形の柱部分を有する。

SB-4はSB-3の 東側でほぼ平行して並ぶ一列のみの柱穴列である。規模は3問(全

長4.4m)を 一辺 とする建物であるが、その他の部分は全て調査区外へ延びるため不明であ

る。SB-4はSB-2と の切 り合い関係を有 し、SB-2よ りも新 しい時期の建物であ

り、柱穴内からは正確な時期を判定するには至 らないものの黒色土器のノj・破片 が出土 して

いる。

SB-3お よびSB-4に ついては建物方向性などか らほぼ同時期のものと考えられる

が、正確 な時期 については前述 したよ うに出土遺物が希薄であり明確 ではない。あえて時

一14一



図12.竪 穴 式住 居 跡102(SB-102)出 土 遺物

代 をあてはめるならばおおむね9世 紀以降の建物 かと思われる。

その他、柱穴状遺構や土壙状遺構等 を各所で検出 しているが、時期 ・性格等 については

不明確 な遺構である。なお、今回の調査 で出土 した遺物の詳細については後述の遺物観察

表にとりまとめて報告することにす る。
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II沢 遺 跡 の 調 査

1.位 置 と環 境

発掘調査 を実施 したのは、南海本線二色 ノ浜駅より旧国道26号 線 を二色 ノ浜公園(海 岸

部)方 面 に向かって約200m程 下がった西側に広がる水田耕作地の一角で、現在の海岸部 か

らは約600m程 度内陸部 に入った地点である。海抜は約9mを 測 り得る。

周辺は現在のところ他地域 に比べればまだまだ水田耕作地が広がり、遺跡の残存状況 も

良好な地域 であると考えられる。 しかしながら、これも近年の全市的な現象として見られ

る小規模 な宅地開発等により、徐々にではあるが脅かされつつある地域でもある。

この地域 の歴史的環境 としては、周知の遺跡である中世城跡の沢城跡、二色ノ浜駅周辺

に広がる奈良時代以降の集落跡である澱池遺跡や平安時代の寺院跡 と考えられる明楽寺跡

等々、各時代の遺跡が密集 している。

今回の調査は、これら遺跡地のマー クからは少 しはずれた地点ではあったが、ここを宅

図13.沢 遺跡調査位置図
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図14.遺 構 平面図



地化するとのことで、遺跡の有無確認 を実施 したところ弥生時代と思われる溝状遺構およ

び奈良時代頃かと思われる性格不明あ土壙 を検出したため、遺跡地 としての取 り扱いを行

う一方約700㎡ 程の発掘調査 を実施 していった。

2遺 構 と遺物

調査区の基本土層としては、その大部分が耕作土直下で黄色地山面となり、遺構の検出

は全てこの地山面で行った。なお、調査区の北西部では若干の遺物包含土層が残存 し、西

端 に向かうほど厚 く、最深部では耕作土直下よ り約0.3mを 測 り得た。

遺物包含土層からの出土遺物 としては、土飾器片、瓦器片、青磁片が少量出土 しており

時期的 には中世のものである。ただ、これらの出土遺物は全て細片で図示するまでには至

らなかった。

棟出遺構の種類としては、溝状遺構2、条(SD-1,2)、 掘立柱建物2棟(SB-1,

2);'f壙 状遺構4基(SK-1-4)・ 舮1基(SE-1X聯 不明の落 ち込み状遺構

1"r所(SX-1)お よび柵列状遺構等を検出 している。

以下、検出遺構の種類別に報告す ることにする。

溝状遺構

今回の調査で報告 し得 る溝状遺構は、2条 検出している。

溝1(SD-1)は 、調査区の西方部で検出 した溝で、水流方向は南西から北東方向 に

向かって走 っている。規模としては幅1.2～1.5m,遺 構検出面よりの深さは平均0.5～0.6

mを 測 り、'{内 土層断面形はやや緩やかなV字 形 を皇 している。1内 埋土は粘質土層の上

層 と砂質土の下層とに大きく分けられるが、出土遺物から判断 して時期的な差異はほとん

どないものと思われる。出土遺物は全て弥生式第1様 式のやや新 しい時期のものと思われ

る。器種 としては壼、甕、鉢等の破片(遺 物番号62～76)の ほか石鏃(82)、 石包丁片(83、

84)の 石器類も出土 している。 これらは溝内上方 および下方からほぼむらなく出土 してい

るがs下 層の一角に固まって出土 した部分があり、一種人為的に使用不能土器 を投棄 した

ような出土状況であった。これらの土器群の出土状況および周辺の地形から見て当時の集

落 がこの溝の東方あるいは南東方向 に存在するのではないかと思われるが、今回の調査で

はこの時期に伴 うような住居跡等は検出で きなかった。

溝2(SD-2)は 、調査区の東端で検出 した一直線状に延びる溝である。規模 は幅約
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図15.溝1(SD-1)出 土 遺物
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0.8m、 遺構検出面よ りの深 さ0.1～0.3m程 度 を測 り、水流方向は南南西より北北東 に向か

っている。また、この溝に直交する形で同規模程度の溝が1条 東方に派生 しているが溝内

埋土にそれぞれ変化はな く、また切 り合い関係 も有 しないことから同一時期のもの と思 わ

れる。検出全長は約10m程 度であるが、溝 自体が浅 いこともあり南側部分は中世等の時期

に削平 され消滅 したものと思われる。出土遺物は少 なく弥生式土器の混入はあるものの須

恵器高台付坏(79)や 鉢(80)を 若干検出 しており、奈良時代頃のものと思われる。これ

は後述する掘立柱建物 とほぼ同様の時期かと思 われる。

掘 立柱 建物

掘立柱建物1(ss‐i)は 、 調査 区の 中央部 のやや南寄 りで検出 した桁 行3間(約1 .3

×1.3×1.3m一 約3.9m)、 梁 行2間(約1 .3×1.3m=約2.6m)の 建 物 で ある。柱 穴の掘 り

方 は円形 あ るいは隅丸方形 で直径約0.4m程 度 を測 り、柱 あた りは0 .1～0.15m程 で ある。

0

ヒb i
20cm
1

図16.掘 立 柱建 物1(SB-1).溝2(SD-2)出 土遺 物
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出土遺物 としては柱穴内の掘 り方部分から土師器小型壺片(77)、 須恵器高台付坏片(78)

が出土してお り、奈良時代頃のものと思われる。

掘立柱建物2(SB-2)は 、SB-1の 南側で若干方向を異にして検出 した建物であ

る。建物規模 としては、検出 し得ている部分で約3.8×2.1mの1間 四方であるが、調査 区

域外へ さらに延びている可能性 もあり建物 としてはさらに大 きくなるものと思われる。柱

穴の掘 り方は方形 を呈 し、一辺約0.6m前 後で柱 あた りは直径約0.25m程 度 をはかり、SB

-1よ りは規模的に大型のものと思われる。建物の時期 としては、柱穴内からの出土遺物

が全くなく不明といわざるを得ない。ただ、建物方向からSB-1と 同時期ではないと思

われるものの柱穴内埋土の状況 から見てさほど大差 を有 しないものと思 われる。

土壙状遺構

土壙1(SK-1)は 、調査区の車側で試掘調査時 に検出 した不定形土壙である。規模

としては最大幅約2m、 遺構検出面よりの深 さは0.1m程 度である。出土遺物 としては埋土

内より瓦器椀片のほか土師器の細片が若干出土 してい弓ものの図示 に耐 え得るものは1点

もなかった。

土壙2(SK-2)は 、SK-1の 西側約3mの 地点で検出 したものである。規模 とし

ては直径約0.7m、 深 さ約0.3mを 呈す る不整形 な楕円形で、埋土内からは瓦片が出土した。

SK-1,2は それぞれの出土遺物から中世頃のものと思われるが、あまりにも細片 で

あるため明確 に時期を限定 し得るものではない。

土壙3(SK-3)は 、SK-2の 北側約5mに 位置 し、一部攪乱暗渠により破壊 を受

けているが、規模 としては直径約1.6m、 深 さ約0.15mの ほぼ円形 を呈す るものである。遺

構内埋土からは弥生式土器の細片 が少量出土 したが、いずれも小破片であるため図示す る

には至らな 塗った。

土壙4(SK-4)は 、SK-1の 北側約3mで 、SD-2に 沿って検出 した遺構であ

る。規模 として嫉長径約1.1m、 短径約0.5m、 深 さ約0.1m程 の楕円形 を呈するもものであ

る。出土遺物 としてはSK-3と 同様数点の弥生式土器の細片が出土 したのみである。な

お、SK-3,4の 時期については、出土遺物 が弥生式土器片のみの出土であるとはいえ

弥生時代の土壙 とするにはやや問題があるよ うに思われる。
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図17.溝i・2(SD-1・2)出 土 遺 物
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井 戸

井戸1(SE-1)は 、調査区の北東隅で検出 した遺構である。調査の都合上遺構内埋

土の除去 までは行 わず、遺構の検出のみにとどめている。規模 としては直径約2mで 、素

掘 りの井戸 と思われる。遺構上面清掃中に須恵器片、瓦器片等も出土 しているが、若干の

染付陶磁器片 が出土 しており、少なくとも時期的には近世頃のものと思われる。出土遺物

は全て小破片であるため図示するには至っていない。

その他の遺構

性格不明の落 ち込み状遺構 としてSX-1を1ケ 所検出 している。規模 としては不定形

なもので最大径約7m、 深 さは約0.1m程 度 を測 り得た。出土遺物 としては土師器片、須

恵器片、瓦の細片等の他に瓦器の小破片が若干出土 している。時期 としては明確 に限定で

きるものではないが、瓦器片の出土からSK-1,2と 同様 中世頃のものかと思われる。

さらに、今回の調査 では柵列状遺構 を合 わせて検出している。規模 としては直径0.15～

0.3m、 深 さ0.1～0.25mを 測 り、円形の掘 り方を呈す る柱穴列で、柱穴の間隔は不均一で

ある。列方向はSD-1の 南東5～6mの ところで、SD-1に やや平行 して走 るものと

南東から北西方向に走 り、前者 に鈍角状 に交わる柱列がある。時期 としては単一時期の鍵

手に屈曲する柵列状遺構であろうが、時期 を明確 にし得 るほどの出土遺物はなく不明とい

わざるを得 ないものである。ただ、不明確 ではあるがSD-1と やや平行気味 に走ること

や柱穴内よりただ1片 ではあるが弥生式土器と確認 し得る遺物 が出土 していることからS

D-1と 同時期の可能性 をも考慮 しておきたい。

各遺構内からの出土遺物 について、今回図示報告 しているのはSD-1お よびSD-2

SB-1出 土の遺物のみであり、その他の遺物については図示 に耐え得るものではなかっ

た。各遺物 の詳細 については遺物観察表にとりまとめているので参照 されたい。
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堀 遺 跡
出土遺物観察表

種別 図面番号 法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

図4-1 口 径:17.5 口縁部は内弯しながら外上方 口縁部は内外面共横ナデ、他 胎土:密
土 残 存高:5.6 に延 び 、端 部 は や や外 反 す る。 は摩滅のため調整不明。 焼成:良 好

師

器

坏部の底部と口縁部の境にわ
ずかな稜が見られる。

色調:外 面淡褐色

内面明赤茶
色

高 口縁部5残 存

坏 反 転復 元
sB‐ioi

土
図4-2 脚 端部 径:

12.4

柱部は外下方に開き、裾部は
短 く、柱部から更に外下方に

裾部は内外面共横ナデ。柱部
は内面がヘラ削り、外面は刷

胎土:密
焼成:良 好

師
器

残 存 高:5.9 延 び る。 毛 目調 整 の後 、不 定方 向の ナ
デ。

色調:暗 茶褐色
脚端部%残 存

高
坏
脚

反転 復 元
SB-101

部

図4-3 残 存高:6.4 柱部は外下方に開き、裾部は 柱部内面はヘラ削 り、外面上 胎土:密
土 更に外下方に延びる。 位は不定方向のナデ、下位は 焼成:良 好 一
師 縦方向の刷毛目調整。 色調:濃 茶赤色
器 SB-101亠
咼
坏
脚
部

図4-4 最大 長:31,0 断面八角形 を呈 して、各面は 色調:乳 白色
砥 最大 幅:8.5 ほ ぼ平 らで あ る が、 中 に は使 研磨条痕が数ヶ所

用摩滅による凹みを有する面 に 見 られ る。

も あ る 。 SB-101

石

図5-5 口径:14.6 口縁部は坏部の底部から外上 外面:坏 部は全体的に刷毛目 胎土:や や粗

脚端部径: 方 に外反 しなが ら延 びて お り、 調整で、脚部は柱部が 焼成:ほ ぼ良好

土
11.7

器 高:13.6

外面の口縁部と底部の境にわ
ずかな稜 をもつ。

刷毛目調整の後、不定
方向のナデ、裾部が刷

色謌:淡 褐色
脚端部3残 存

脚部の柱部は胴張りがなく細 毛目調整の後横ナデ。 一部反転復元

師 いo

柱 部 か ら外 下 方 に裾 部 が開 き、

内面:坏 部は口縁部が刷毛目
調整の後横ナデ、底部

SB-102

裾部端面は平らである。 は不定方向のナデ。脚

器 部は柱部が斜方向のへ
ラ削 り、裾 部 が刷 毛 目

調 整。古同

坏

図5-6 口 径:14.7 口縁部は直線的 に外上方に延 外面は刷毛目調整の後、横ナ 胎土:密
土 残 存 高:5。0 び 、端 部 は わず かに外 反 す る。 デ 、内面 はヘ ラ磨 き調 整。 焼成:良 好

師

器

内面底部はほぼ平らで、外面
の口縁部 と底部の境に稜をも
つo

色調:赤 褐色
坏部のみ残存
口縁部%残 存

高
一部反転復元

坏 SB-102

土
図5-7 残 存 高:5.0

孔 径:1.1

柱部は比較的細 く、裾部に向
かって外下方に開く。柱部下

外面は不定方向のナデ、内面
は上位がヘラ削 り、下位が不

胎土:密
焼成:良 好

師 位に2ヶ 所対面に穿孔されて 定方向のナデ調整。 色調:茶 褐色

蕁 い る 。 SB-102
同

坏
脚
部

図5-8 口 径 『:7.8 口縁部は外上方に延びた後、 口縁部 は 内外 面 共 、横 ナ デ、 胎土:や や粗
土 残 存 高:4.8 内傾 しながら上方に延びてお 体部内面はヘラ削り。外面は 焼成:や や不良
師 り、内傾部分の外面は凹面を 不定方向のナデ調整。 色調:淡 褐色

器 成 してい る。 体 部 は 内弯 し な 口縁部5残 存

小 が ら下 外 方 に延 び る。 反転復元

型
sa‐io2

壷
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種別 図面番号 法 量(㎝) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

図5-9 口 径:7.7 体部はやや肩の張った円形 を 外面:体 部は刷毛目調整、口 胎土:密
土 器 高:8.5 呈 し、口縁部は外上方に延び 縁部は様ナデ調整。 焼成:良 好
師 る 。 内 面:体 部 は ヘ ラ削 り、 口縁 色調:濃 褐色
器 部は横ナデ。体部と口 口縁部3残 存

小 縁部の接合部分に指押 一部反転復元

型 え痕 を有 す る。 SB-102

壼

図5-10 口 径:9.0 体部は中心に最大径をもつ偏 外面:口 縁部は横ナデ、体部 胎土:密
土 器 高:8.8 球形を呈し、口縁部は外上方 は刷毛目調整の後、不 焼成:や や不良
師 にやや内弯気味に延びる。 定 方 向 の ナ デ。 色調:外 面一濃褐
器 内面:口 縁部は横ナデ、体部 色
ノ亅・ 上位は不定方向のナデ、 内面一黒茶

型 下 位 は ヘ ラ削 り。 色

壺 ss‐ioz

図5-11 口 径:14.5 体部は頸部からやや内弯気味 内外面共口縁部は横ナデ、体 胎土:や や粗
土 残 存 高:8.7 に外下方に延び、口縁部は外 部 内 面 はヘ ラ削 り、 外 面 は タ 焼成:や や不良

師
上 方 に延 び て い る。 口縁端 部
はや や外 反 し、 端面 は丸 い。

タキ 目調 整 で あ る。 色調:濃 茶赤色

器

甕

図5-12 口 径:15.0 口縁部は外上方に直線的に延 内外面共口縁部は横ナデ、体 胎土:密
土 残 存 高:16.3 び、 端部 はや や 厚 く、内側 に 部内面はヘラ削り、外面は粗 焼成:や や不良

師
稜状の突起を有する。
体部は内弯 しながら外下方に

雑な刷毛目調整。 色調:淡 褐色
口縁部%残 存

器 延 び る。 一 部 反転 復 元

SB一 ユ02

壺

図6-13 口 径:18.3 口縁部はなめらかに内弯しな 外面:柱 部のみ不定方向のナ 胎土:密
土 脚端部径: が ら外上方に延び、端部はや デ 、他 は横 ナ デ調 整。 焼成:良 好

師 9.8 や外反する。口縁蔀 と坏部の 内面:坏 部全面は不定方向の 色調:明 褐色

器
器 高:13.4 底部との境にわずかな稜をも

つ。脚部は柱部の胴張 りがな
ナ デ、柱 部 はヘ ラ削 り、

裾 部 は横 ナ デ調 整 で あ

口縁部%、 脚端部

3残存、一部反転
高 く、柱部から外下方にほぼ直 る。 復元

坏 線的に裾部が延びる。 SB-2

図6-14 口 径:16.3 坏部の底部と口縁部の境に稜 外面:口 縁部は刷毛目調整後 胎土:窓
土 残 存 高:12.0 がみられ、口縁部は外反気味 横 ナ デ、柱 部 は刷 毛 目 焼成:ほ ぼ良好

師

器

高

に外上方に延びる。脚部の柱

部はやや胴張 りがあり、柱部
の半ばより外反しながら裾部
に向って開く。

調整 後 不 定方 向 の ナ デ。
他 は不 定 方 向の ナデ調

整。
内面:口 縁 部 は刷毛 目調 整後
横 ナ デ、 坏部 底 面 は 不

色調:淡 褐色
脚部の裾部のみ欠
損
SB-2

坏 定方 向 の ナ デ 、柱部 は
ヘ ラ削 り調整 で あ る。

図6-15 口 径:13.0 体部に胴張 りがあり、口縁部 体部成形後、口縁部貼 り付け。 胎土:密
土 残 存 高:7.4 は外上方に延び、口縁端部は 外面:口 縁部は刷毛目調整後 焼成:良 好

師
丸 くお さめ る。 横ナデ。体部は緻密な

刷毛目調整。
色調:淡 褐色
口縁部%残 存

器 内面:口 縁 部 は横 ナ デ 、体部
は ヘ ラ ケ ズ リ調 整 。体

反転復元
SB-2

甕 部と口縁部の貼 り付け
部分に指押えが顕著。

図6-16 口 径:19.3 口縁部は外上方に延び、端部 外面:口 縁部は刷目調整後横 胎土:密
土 残 存 高:6.2 は や や外反 す る。 ナ デ 、他 は横 ナ デ。 焼成:良 好

師 口縁部と坏部の底部 との境に 内面:坏 部底面は不定方向の 色調:淡 褐色

器
稜 をもつ 。 ナ デ 、 口縁部 は刷 毛 目

調 整後 、横 ナ デ調 整 。

坏部のみ残存
口縁部2残 存

高 一部反転復元

坏 SB-2

図6-17 口 径:18.0 体部に胴張 りがあり、口縁部 内外面共、摩滅のため調整不 胎土:や や粗
土 残 存 高:6.8 は外上方に延び、端部はやや 明 。 焼成:や や不良

師
外反 す る。 色調:淡 裼色

口縁部%残 存

器 反転復元
SB-2

甕
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種別 図面番号 法 量(㎝) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

図6-18 口 径:8.7 体部はほぼ円形で、口縁が外 外面:口 縁部は縦方向の刷毛 胎土:や や粗
土 残存 高:7.5 上 方 に延 び る。 目調整後横ナデ、体部 焼成:良 妊
師 は緻密な刷毛目調整。 色調:濃 茶赤色
器 内面:口 縁部は横ナデ、体部 口縁部4残 存
小 は不定方向のナデ調整。 反転復元
型 sB‐2

壼

図6-19 口 径:10.0 体部は顎部から外下方に丸み 外面:頸 部は横ナデ、他は刷 胎土:密
土 残存 高:8.5 を帯びながら延び、口縁部は 毛 目調歳 。 焼成:良 好

師
ほぼ直立気味に外上方へ延び
る。

内 面:口 縁 部 は横 ナ デ、体 部
は ヘ ラ削 り調 整 。

色調:濃 茶赤色
口縁部3残 存

器 また、口縁部と体部の
接合部分に指押え痕を

一部反転復元

sB‐z

壺 有 す る。

図6-20 口 径:11.0 口縁部はほぼ直立気味に外上 口縁部は内外面共、刷毛目調 胎土:密
土 残存 高:5.4 方へ延び、端部はやや外反す 整 の後 、横 ナデ調 整 。 焼成:ほ ぼ良好

師
る 。 色調:淡 褐色

口縁部のみ残存

器 SB-2

壼

図7-21 口 径:18.0 坏部は底部がほぼ平 らで口縁 内外面共、口縁部は横ナデ調 胎土:密
土 残 存 高:6.8 はや や外 反 す る。 整。坏部外面口縁部から底部 焼成:や や不良
師 にかけて、横方向の刷毛目で 色調:淡 茶褐色

器
底部は縦方向の刷毛目が施さ
れている。

口縁部%残 存
一部反転復元

高 内面は不定方向のナデ調整。 SB-1

坏

土

師

図7-22 口 径:20.4

脚 端 部 径:

13.1

坏部は底部がほぼ平 らで口縁
部はやや外反する。
坏部外面の口縁部と庫部の境

外 面:ロ 縁 部 は横 ナデ 、坏 部
の底 部 は 不定 方 向 の ナ
デ、 稜付 近 は刷毛 目調
整 後 ナ デ調 整 。脚 部 は

胎土:や や粗
焼成:や や不良
色調:赤 褐色

器

高

坏

器 高:13.1 に わず か な稜 を もつ。 剥 離 の た め調 整 不 明。
内 面:坏 部 は 口縁 部 が横 ナ デ、
底 部 は 不定 方 向 の ナ デ
調 整 。脚 部 は柱部 がヘ
ラ削 り、裾 部 が横 ナ デ

口縁部残存
脚部端部%残 存
一部反転復元

SB-1

調 整 。

図7-23 口 径:13.8 半 球形 を呈 して お り、 口縁 部 外面:口 縁端部は横ナデ、他 胎土:密
土 器 高:5.2 は鋭 く外 反 す る。 は刷毛目調整後、不定 焼成:良 好

師
方向のナデ調整。

内面:口 縁端部は横ナデ、底
色調:淡 茶褐色
sB‐i

器 部に指押え痕を有する。
他は緻密な刷毛目調整。

坏

図7-24 頸部 径:7,2 体部は球形で丸底。口縁部は 内外面共摩滅しており調整不 胎土:密
土 残 存 高:5.2 欠 損 して い るが 、体 部 か ら外 明 。 焼成:や や不良
師 上 方 に延 び る もの と思 われ る。 色調:外 面一茶褐
器 色
小 内面一淡褐
型 色
壺 SB-1

図7-25 残 存 高:7.4 柱 部 は ほ とん ど胴 張 りがな く、 外面:柱 部は不定方向のナデ、 胎土:密
土
師
器古

ほぼ直立で裾部は柱部からほ
ぼ横方向に屈折 している。

裾部は横ナデ調整。 焼成:や や不良
色調:外 面一淡茶

褐色
同

坏
脚

内面一暗赤
褐色

部 SB-1

図7-26 口 径:4.45 体部 と釣手部の接合部分にく マ キ ア ゲ 、 ミズ ビキ成形 。 胎土:密
須飯 器 高:11.0 びれ が ほ とん どな く、 最 大径 約 手部 貼 り付後 、指 ナ デ 、穿 焼成:や や不良
蛸 孔 径:1.15 部分が体部の中心よりやや下 孔 後 オ リコ ミ手法 。 色調:淡 紫灰色士

恵影 で あ る。 口縁部 は やや 内傾 す

る。
外面側面に一条の
線刻あり

土 釣手部はほぼ円形でやや薄手 口縁部%残 存
器器 で あ る。 反転復元

SX-5
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種別 図面番号 法 量(cm) 形 態 の 特 徴
、

手 法 の 特 徴 備 考

図7-27 口 径:4.2 体部と釣手部の接合部分にわ マ キ ア ゲ、 ミズ ビキ成 形。 胎土:密
須飯 器 高:1ユ.4 ず か な くび れ が あ り、 最 大径 釣 手部 貼 り付 け後 、指 ナ デ、 焼成:良 好

峭 孔 径:1.0 部分が体部の抵ぼ中心にある。 穿 孔後 オ リコ ミ手法 。 色調:外 面一薄茶
丗

曙
口縁端部はやや内傾気味であ
る。釣手部はやや角ばった楕

灰色

内面一濃灰

土

器器

円形 で ある。 色
口縁部%残 存、反
転復元SX-6

図7-28 口 径:11.7 全体 的 に平 べ っ た く、 口縁 内 マ キ アゲ 、 ミズ ビキ成 形 。 胎土:密
須 残 存 高:1.9 面 に短 いか え りを有 す る。 内外面共回転ナデ調整。 焼成:良 好

恵

器

天 井 部 に宝珠 様 つ まみ を有 す

ると思 われ るが、 欠損 して い

る。

色調:淡 灰色
口縁部3残 存
反転復元

坏 SK-2

蓋

図7-29 口 径:19.7 底部はほぼ平 らで、口縁部は 内 外面 共 、 口縁 部 は横 ナ デぐ 胎土:密
土 残 存 高:2.8 内弯気味に上外方へ延び、端 底部は不定方向のナデ調整。 焼成:良 好

師
部 は 丸 い。 色調:淡 茶褐色

口縁部%残 存

器
反転復元
SK-2

盟

図7-30 残 存 長:6.3 円筒状 を呈するが、穿孔部分 手 つ くね成形 の後 、 ナ デ調 整 。 胎土:や や粗
土 孔 径:0.7 の面 は平 らで ある。 焼成:や や良好

師

器

色 調:淡 褐 色
'/
s残 存
SK-2

土

錘

図8-31 口 径:11.5 天井部から口縁部にかけて丸 マキ ア ゲ 、 ミズ ビキ成 形 。 胎土:密
須 器 高:4.3 みを帯び、天井部はほぼ平ら 内外面共回転横ナデ、外面天 焼成:良 好

恵 で あ る。 井部は粗雑なナデ調整。 色調:淡 灰色
SO-1

器

坏

蓋

図8-32 口 径:11.0 天井部から口縁部にかけて丸 マ キ アゲ 、 ミズ ビキ成 形 。 胎土:密
須 残 存 高:4.0 みを帯び、天井部と口縁部の 内外面共、回転横ナデ調整。 焼成:良 好

恵

器

境 に くびれ に よ る わず か な稜
が み られ る。

色調:明 灰色
口縁部%残 存
反転復元

坏 SD-1

蓋

図8-33 口 径:10.8 全体的に丸みを帯びているが マ キ ア ゲ、 ミズ ビ キ成形 。 胎土:密
須 器高:3.2 平 べ っ た く、天 井 部 はほ ぼ平 内外面共、回転横ナデ、外面 焼成:良 好

恵

器

らで あ る。 天井部は粗雑なナデ調整。 色調:濃 灰色
口縁部5残 存
一部反転復元

坏 SD-1

蓋

図8-34 口 径:10.2 器 高 が低 く扁 平 で あ る。 マ キ ア ゲ、 ミズ ビキ成 形。 胎土:密
須 器 高:2.7 立ち上がり部分はやや内傾気 内外面共、回転横ナデ調整。 焼成:良 好

恵 味で短く受端部とほとんど同 底部は粗雑なナデ調整。 色調:暗 灰色

器
じ高 さで あ る。 立 ち上 が り部 分 は オ リコ ミ手

法 に よ る。

SD-1

杯
蓋

図8-35 口 径:10.3 全体的に扁平であるが、底部 マ キ アゲ 、 ミズ ビキ 成 形。 胎土:密
須 器 高:3.4 は 丸み を帯 び てい る。 内外面共、回転横ナデ調整。 焼成:良 好

恵 立 ち上がり部分は、やや内傾 底部は粗雑なナデ調整。 色調:淡 灰色

器 気 味 で短 く、受 端 部 は 丸 い。 立 ち上 が り部 分 は オ リコ ミ手

法 に よ る。

外面に自然釉付着
釉色一茶緑色

坏 口縁部冫俄 存
身

一部反転復元

SD-1
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種別 図面番号 法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

図8-36 口 径:10.7 立 ち上がり部分が薄手でやや マ キ ア ゲ、 ミズ ビキ 成形 。 胎土:密
須 残 存 高:2.3 内傾 し、受端部は鋭く直立す 内外面共、回転横ナデ調整。 焼成:良 好

恵 る。 立ち上がり部分及び受端部は 色 調 ・:外面 一濃 灰

器
オ リコ ミ手 法 に よ る。 色

内面一灰色
坏 口縁部%残 存

身 反転復元
SD-1

図8-37 口 径:12.4 体部は肩がやや張るが、ほぼ マ キ ア ゲ、 ミズ ビキ 成形 。 外 胎土:や や粗
須 残 存 高:15.6 円形 で あ るQ 面底部は回転ヘラ削り後、不 焼成:良 好

恵
口縁部は体部から外上方に直
線的に延び、端面は平らであ

定方向のナデ、内面底部は不
定方向のナデ調整。他は回転

色調:淡 灰色
口縁部亥残存

器 る 。 横 ナ デ調 整 。

体部 中央 部 に3～4cmの 間 隔

反転復元
SD-1

壼 で刺突文が施 される。

図8-38 脚端部径: 柱部は細く、柱部半ばより外 マ キ ア ゲ、 ミズ ビキ 成形 。 胎土:密
須 10.4 反 して開 き、裾 部 は大 き く開 内外面共、回転横ナデ調整。 焼成:良 好
恵器

宣
残 存 高:8.6 く。柱 部 の 中央 部 に凹線 が一

条 め ぐる。
色調:淡 灰色
口縁部%残 存

同
坏
脚

端部はやや厚く、端面は凹面
を成す。

一部反転復元

SD-1

部

図8-39 口 径:12.3 坏部の口縁部は体部から直立 マ キ ア ゲ、 ミズ ビキ成形 。 坏 胎土:密
須 脚端部径: して 立 ち上 が り、端 面 は 丸 い。 部外面の底部はヘラ削り、坏 焼成:良 好

恵

器

8.6

器 高:7.6

坏底部は浅 く、ほぼ平らであ
るQ脚 部は下外方にやや外反
気味 に延び、端部は内側に屈

部内面の底部中央部は不定方
向のナデ調整。
他は回転横ナデ調整。

色調:淡 灰色
口縁部%残 存
一部反転復元

高 曲 して い る。 SD-1

坏

図8-40 口 径:16.8 底部はほぼ平らで、口縁部は 外 面:口 縁 端部 は横 ナ デ、 底 胎土:密
土 器 高:6.0 内弯しながら外上方に延びる。 部 は指 押 え痕 を有す る。 焼成:ほ ぼ良好

師

器

端部はやや外反し、断面三角
形を成す。

口縁 部 か ら底 部 に か け
て横 方 向 の平 行 暗文 が

施 され る。
内 面:口 縁 端部 は横 ナ デ、 口
縁 部 か ら底 部 にか けて

色調:濃 茶褐色
口縁部%残 存
一部反転復元

SD-1

坏 縦方向の平行暗文が施
さ れ る 。

土
図8-41 口 径:16.4

残 存 高:5.6

口縁部は内弯しながら外上方
に延び、端部はやや外反する。

外 面:口 縁 端部 は横 ナ デ 、 口
縁 部 の 一部 に様 方向 の
平 行 暗 文 が施 され る。

胎土:密
焼成:良 好

師
口縁 部 か ら底 部 にか け
て はヘ ラ削 り調 整。

色調:赤 茶色
口縁部%残 存

器
内 面:口 縁 端 部 は横 ナ デ 、 口
縁 の一 部 に横 方 向 の平
行暗 文 、 口縁 部 か ら底

反転復元
SD-1

坏 部 にかけて縦方向の平
行暗 文 が施 され る。

図9-42 口 径:5.85 体部と釣手部の接合部分にく マ キ アゲ 、 ミズ ビキ成 形。 胎土:密
須飯 器 高:10.8 びれがあり、最大径部分は体 釣手部貼り付け後ユビナデ、 焼成:良 好
蝟 孔 径:1.2 部のほぼ中心。釣手部は円形 穿 孔 後 オ リコ ミ手法 。 色調:外 面一茶灰
士
宙呈E心
形

でや や薄 手 で あ る。 体部は内外面共、回転横ナデ
調整。

色
内面一灰色

土 口縁部%残 存

器器
一部反転復元

SD-1

図9-43 口 径:5.5 体部と釣手部¢椄合部分にく マ キ アゲ 、 ミズ ビキ成 形 。 胎土:密
須飯 器 高:12.3 び れ が あ り、葺 大 径部 分 は体 釣 手 部 貼 り付 け後 ユ ビナ デ 、 焼成:や や不良
蝟 孔 径:1.2 部 の ほぼ 中心 。 穿 孔 後 オ リコ ミ手法 。 色調:灰 白色
丗

蝿
釣手部は方形に近い楕円形で
やや重厚である。

体部は内外面共、回転横ナデ
調整。

口縁部4残 存
一部反転復元

土 SD-1

器器

図9-44 口 径:6.1 体部と釣手部の接合部分にわ マ キ ア ゲ、 ミズ ビキ成 形 。 胎土:密
須飯 器 高:11.9 ず か な くび れ が あ り、最 大 径 釣 手部 貼 り付 け後 ユ ビナデ 、 焼成:や や不良
蛸 孔 径:1,1 部分は体部のほぼ中心。 穿孔 後 オ リ コ ミ手 法 。 色調:淡 褐色
去
宙 ヨE 釣手部は丸みを帯びた方形で 体部は内外面共、回転横ナデ 口縁部5残 存
.c.形

や や重 厚 で あ る。 調整 。 一部反転復元

土 SD-1

器器
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種別 図面番号 法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

図9-45 口 径:5.8 体部 と釣手部の接合部分にく マ キ ア ゲ、 ミズ ビキ成 形 。 胎土:密
須飯 器 高:12.3 びれがあり、最大径部分は体 釣 手部 貼 り付 け後 、 ユ ビナ デ 、 焼成:良 好

峭 孔 径:1.3 部 の ほ ぼ中 心。 穿孔 後 オ リコ ミ手 法 。 色調:外 面一灰色
由

恵諺

土

器器

釣手はほぼ円形。
口縁部端面がやや外反気昧で
ある。

卩

体部は内外面共、回転横ナデ
調整。

内面一紫灰
色

口縁部%残 存
一部反転復元

SD-1

図9-46 口 径:5.8 体部と釣手部の接合部分にく マキ ア ゲ、 ミズ ビキ成 形。 胎土:密
須飯 器 高:12.2 び れ がほ と ん どな く、 最 大径 釣 手部 貼 り付 け後 、ユ ビナ デ、 焼成:や や不良

峭 孔 径:1.2 部分は体部の中心よりやや下。 穿 孔 後 オ リコ ミ手法 。 色調:淡 茎灰色
由

蝿
釣手部はほぼ円形。 体部は内外面共、口転横ナデ

調整。

口縁部5残 存
一部反転復元

土 SD-1

器器

図9-47 口 径:4.8 体部 と釣手部の接合部分にく マ キ アゲ 、 ミズ ビキ成 形 。 胎土:密

須飯 器 高:12,3 びれがあり、最大径部分は体 釣手 部 貼 り付 け後 、 ユ ビナ デ 、 焼成:や や不良

塑
蠅

孔 径:1.1 部の中心よりやや下で口縁部
が内傾する。

釣手部は丸みを帯びた方形で

穿孔 後 オ リコ ミ手 法 。
体部 は内 外 面共 、 回転 横 ナ デ

調整 。

色調:自 灰色
口縁部5残 存
一部反転復元

土 重 厚 で あ る。 SD-1

器器

図9-48 口 径:5.6 体部と釣手部の接合部分にわ マ キ ア ゲ、 ミズ ビキ成形 。 胎土:密

須飯 器 高:11.7 ず か な くび れが あ り、 最 大径 釣 手部 貼 り付 け後 、 ユ ビナ デ、 焼成:良 好

峭 孔径:1.2 部分は体部のほぼ中心で、口 穿 孔後 オ リコ ミ手 法 。 色調:淡 灰色
士

恵諺

土

器器

縁部にやや厚みがある。
釣手部はやや角ばった楕円形
である。

体部は内外面共、回転横ナデ
調整。

口縁部 に自然釉

釉色:茶 緑色
口縁部%残 存
一部反転復元

SD-1

図9-49 口径:4ユ 体部と釣手部の接合部分にわ マ キ アゲ 、 ミズ ビキ成 形 。 胎土:密

須飯 器 高:11.0 ず か な くび れ が あ り、最 大 径 釣 手 部 貼 り付 け後 、 ユ ビナ デ 、 焼成:良 好

峭 孔 径:1.1 部分は体部の中心よりやや上 穿 孔 後 オ リコ ミ手 法 。 色調:淡 灰色
士

蝿
土

器器

で口縁部が少し外反する。
釣手部は楕円形で重厚である。

体部は内外面共、回転横ナデ
調整。

釣手部から体部に
自然釉
釉色:暗 茶緑色
口縁部%残 存、一
部反転復元SD-1

図10-50 口 径:5.05 体部と釣手部の接合部分にく マ キ ア ゲ、 ミズ ビキ成形 。 胎土:密

須飯 器 高:11.1 びれがあり、最大径部分は体 釣 手部 貼 り付 け後 、ユ ビナ デ、 焼成:良 好

蛸 孔 径:1.1 部 の ほ ぼ 中心 。 穿 孔後 オ リコ ミ手法 。 色調:外 面一淡灰
書

恵影

土

器器

f本音Rは月同張 り し、 口縁端 部 力§
やや 外反 気 味 で あ る。

体部は内外面共、回転横ナデ
調整。

噛

、 色
内面一灰色

口縁部%残 存
一部反転復元

SD-1

図10-51 口 径:5.8 体部と釣手部の接合部分にく マ キ アゲ 、 ミズ ビキ 成形 。 胎土:密

須飯 器 高:10.6 び れ がほ とん ど な く、最 大 径 釣 手 部 貼 り付 け後 、 ユ ビナ デ 、 焼成:良 好

蜷 孔 径:1.0 部分は体部の中心よりやや下。 穿 孔 後 オ リコ ミ手 法 。 色調:外 面一濃灰
密

蝿
土

器器

釣手部は三角形に近い円形で
口縁部がやや内傾している。

体部は内外面共、回転横ナデ
調整。

色
内面一灰色

口縁部%残 存
一部反転復元

SD-1

図10-52 口 径:4.9 体部 と釣手部の接合部分にく マ キ ア ゲ、 ミズ ビキ成形 。 胎土:密
須飯 器 高:11.4 びれがなく、最大径部分は体 釣手部貼 り付け後オリコ ミ手 焼成:良 好

峭 孔 径:1.1 部 の ほぼ 中 心。 法。体部は内外面共、回転横 色調:淡 灰色
丗

恵影
釣手部は三角形に近い円形で
重厚である。口縁部はやや内

ナ デ 調整 。 口縁部5残 存
一部反転復元

土 傾気味である。 SD-1

器器

須飯
図10-53 口 径:5.4

器 高:10.5

体部と釣手部の接合部分にく
びれがなく、最大径部分は体

マ キア ゲ 、 ミズ ビキ成 形 。

釣 手 部 貼 り付 け後 、ユ ビナ デ 、

胎土:密
焼成:や や不良

塑
蠅

孔径:1.0 部のほぼ中心。
釣手部は楕円形でやや薄手で
ある。また体部は少し胴張り

穿孔後オリコミ手法。
体部は内外面共、回転横ナデ
調整。

色調:淡 茶灰色
口縁部髫残存
反転復元

土 気 味 で あ る。 SD-1

器器
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種別 図面番号 法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

図10-54 口 径:4.8 体部と釣手部の接合部分にく マキ アゲ 、 ミズ ビキ成 形 。 胎土:密
須飯 器 高:11.6 び れが ほ と ん どな く、 最大 径 釣 手部 貼 り付 け後 、 ユ ビナ デ、 焼成:良 好
峭 孔 径:1.2 部分が体部のほぼ中心。 穿 孔 後 オ リコ ミ手法 。 色調:淡 灰色
士

恵諺 釣手部は楕円形で極めて重厚
である。

体部は内外面共、回転横ナデ
調整。但 し内面天井部未調整。

口縁部4残 存
一部反転復元

土 SD-1

器器

図10-55 口 径:5.3 体部と釣手部の接合部分にく マ キ アゲ 、 ミズ ビキ成 形 。 胎土:密
須飯 器 高:10.6 び れ がほ と ん ど な く、最 大径 釣 手部 貼 り付 け後 、ユ ビナ デ、 焼成:良 好
峭 孔 径:1.1 部分は体部の中心よりやや上。 穿 孔 後 オ リコ ミ手法 。 色調:淡 灰色
士

擁
体部中心から口縁部にかけて
ほぼ直線で口縁端部がやや外

体部は内外面共、回転横ナデ
調整。

口縁部5残 存
一部反転復元

土 反する。釣手部は丸味を帯び

器器 た三角形で体部は少 し胴張 り

気 味 で ある。

図10-56 口 径:4.45 体部と釣手部の接合部分にく マ キ アゲ 、 ミズ ビキ成 形 。 胎土:密
須飯 器 高:11.0 びれがあり、最大径部分は体 釣 手 部 貼 り付 け後 、ユ ビナ デ、 焼成:良 好
峭 孔 径:1.1 部 の中 心 よ りや や上 。 穿 孔 後 オ リコ ミ手法 。 色調:淡 灰色士
宙皿 釣手部は方形に近い楕円形で 体部は内外面共、回転横ナデ 口縁部%残 存心形

重厚である。また体部が少し 調整 。 一部反転復元

土 胴張 り気味で、口縁部がやや SD-1

器器 外反 す る。

図10-57 口 径:6.6 体部と釣手部の接合部分にく 内外面共、不定方向のナデ調 胎土:や や粗
須飯 器 高:12.9 び れ がほ とん ど な く、最 大径 整。 釣 手部 貼 り付 け後 、 ユ ビ 焼成:や や不良
蛸 孔 径:1.4 部分は体部の中心よりやや下。 ナ デ 、穿 孔後 オ リコ ミ手 法 で 色調:茶 褐色當
宙里 釣手部は隅丸方形で、重厚で あるが、穿孔部分の調整がや 口縁部/<残 存
心形

あ る 。 や粗 雑 で あ る。 一部反転復元

土 SD-1

器器

図11-58 最 大 長:12.5 基部と刃部がほぼ同幅で、刃 丁寧な研磨調整。 色調:暗 褐色
石 最 大 幅:8.1 部が基部に比べて厚手である。 SK-101

最 大 厚:5.1 形状は正方形に近い隅丸長方
形で断面は楕円形である。

斧

図12-59 残 存 長:2.65 幅狭で薄手である。 両面共、丁寧な剥離調整。 材 質:サ ヌ カ イ ト
石 最 大 幅:1.15 先端部は扁平で丸みを帯びた 色調:黒 灰色

最 大 厚:0.35 菱形で基部は五角形状を呈し 平基無茎式
て い る 。 SB-102

側辺 の一部 に ス テ ップ状 を呈
す る部 分 が あ る。

鏃

図12-60 最大 長:3.1 基辺は三角形状に深 く凹み、 両面共、丁寧な剥離調整。 材 質:サ ヌカ イ ト
石 残 存 幅:1.85 逆刺は先端が鋭 く長い。 色調:黒 灰色

最大 厚:0.4 形状は丸みを帯びた菱形であ 凹基無茎式
る 。 SB-102

先端部の側辺にステップ状 を
呈 す る部 分 が あ る。

鏃

図12-61 最 大長:4.7 先端部は鋭い菱形で、基部は 両面共、丁寧な剥離調整。 材 質:サ ヌ カイ ト
石 最 大幅:1.5 不整の杏仁形である。 色調:黒 灰色

最 大厚:0.8 基部から先端部にかけてやや SB-102

弯 曲 す る。

錐
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種別 図面番号 法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

図15-62 口 径:21.4 口縁部及び頸部のみ残存。 内外 面 共 、横 ナ デ。 胎土:密
弥 残 存 高:2.5 口縁部は頸からやや外反気昧 口縁 端 部 に3～5㎜ の間 隔 で 焼成:や や良好

生 に延 び、端 部 は丸 い 。 幅広の刻み目を有し、外面頸 色調:暗 茶褐色

式 部に沈線文が1条 のみ残存。 口縁部残存僅少

土 反転復元、生駒西

器
甕

麓産

SD-1

図15-63 口 径:23.8 口縁部及び頸部のみ残存。 外面は横ナデ、内面は剥離の 胎土:密

弥 残 存 高:2.6 口縁部は体部から外上方に屈 た め調 整 不 明。 焼成:良 好

生 曲 し、端 部 は 丸 い。 口縁 端 部 に2～4㎜ の 間隔 で 色調:淡 赤褐色

式 幅狭の刻み目を有 し、外面頸 反転復元

土 部に沈線文が5条 巡る。 口縁部残存僅少

器 SD-1

甕

図15-64 口径:17.6 口縁部から体部上位にかけて 内 外 面 共 、横 ナ デ。 胎土:密
弥 残存 高:4.5 の み残 存 。 口縁 端部 に2～4㎜ の 聞隔 で 焼成;良 好

生 口縁部は頸部から外反 しなが 幅狭の刻み目を有し、外面頸 色調:外 面一暗黄

式 ら外上方に延び、端部は角ば 部に沈線文が5条 巡る。 褐色

土

器
甕

る。 内面一黄褐
色

反転復元、口縁部
残存僅少SD-1

弥
生

式
土

図15-65 口 径:18.8

残 存 高:6.9

口縁部から体部上位にかけて
のみ残存。
口縁部は体部からやや内弯気
味に延び、端部はほぼ直立。
口縁部はやや厚 く端面は平担。

外面:縦 又 は斜 方 向 の刷 毛 目

で 一部 刷 毛 目 を施 した

後 、横 ナ デ。

内 面:横 ナ デ。

胎土:密
焼成:良 好
色調:外 面 一 黄褐

色
内面 一灰 褐
色

器 反転復元

鉢 口縁部残存:%
SD-1

弥
生
式
土

図15-66 底端 部 径:
10.0

残存 高:5.1

底部及び体部下位のみ残存。
底部はほぼ平担で底端部は直
角。体部は底部から外上方に
直線的に延びる。

外 面:不 定 方 向 の刷 毛 目 を施
した後 、横 方 向 の ヘ ラ

磨 き。

内 面:剥 離 のた め調 整 不 明。

胎 土:や や粗
焼 成:や や軟
色 調:外 面 一 黄 褐

色
内 面一 淡 黄

器 褐色
甕 反転復元
底 底端部残存:%
部 SD-1

弥
生
式
土

図15-67 底端 部 径;
10.0

残 存 高:4.1

底部及び体部下位のみ残存。
底部はほぼ平担で底面は凹状
を呈する。
体部は底部から外上方に直線

外 面:底 面 は不 定 方向 の ナ デ。

他 は横 ナデ 。

内面:不 定方 向 の ナ デ。

胎土:や や 粗
焼 成:良 好
色 調:外 面 一 黄褐

色
内面 一淡 黄

器
甕底

部

的 に延 び る。 褐 色
反転 復 元
底 端部 残 存:/<
底 面 に籾 痕 を1ケ
所 有 す るSD-1

弥
生
式
土
器

図15-68 底 端 部:7.6

残 存 高:4.3

底部及び体部下位のみ残存。
底部はほぼ平担で底担部は鋭
角的に突出する。
体部は底部から外上方に外反
気昧に延びる。

外面:底 面は不定方向のナデ。
他は縦又は斜方向の刷
毛目。

内面:不 定方向のナデ。

胎土:密
焼成:良 好
色調:淡 茶褐色
反転復元
底端部残存:%

甕 外面に黒斑 を有す
底 る 。

部 SD-1

弥
生
式
土

図15-69 底 端 部 径:
5.6

残存 高:5.5
残 存幅:9.1

底部から体部中位にかけての
み残存。
底部は内面がU字 状を呈し、
底面はほぼ平担で中央部がわ

外面:底 面は不定方向のナデ。
他は一部に斜方向の刷
毛目を確認できるが摩
滅のため不明瞭。

胎土:や や粗
焼成:や や軟
色調:淡 褐色
外面に黒斑を有す

器 ずかに凹む。体部は底部から 内面:不 定方 向 の ナ デ。 る 。

壼 外1:7iに 直線 的 に延 び、 中位 SD-1

底 で大 きく内弯 す る。
部

弥
図15-70 口 径:15.6

残 存 高:2.4

口縁部及び頸部のみ残存。
口縁部は頸部から外反しなが

内外面共、横ナデ。
外面頸部に貼 り付け突帯が1

胎土:密
焼成:や や軟

生 ら延 び端 部 は 丸 い。 条巡 る。 色調:茶 褐色

式
土

反転復元
口縁部残存僅少

器
SD-1

壼
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弥

生
式
土

器
壼

図15-71 口 径:12.8

残 存 高:5.0

口縁部及び頸部上位のみ残存。

頸部は筒状で、口縁部は頸部
から外上方に大 きく外反 し、

端部は丸い。

内外面共、摩滅のため調整不
明。

胎土:や や粗
焼成:や や軟
色調:淡 黄褐色
反転復元
口縁部残存:%
SD-1

弥
生
式
土

器

壷

図15-72 口 径::.

残 存 高:3.6

口縁部及び頸部上位のみ残存。
口縁部は頸部から外上方に大
きく外反し、端部は角ばる。

内外 面 共 、横 ナ デ。 胎 土:密
焼 成:ほ ぼ良 好
色 調:外 面 一 黄褐

色
内面 一 暗 黄

褐 色
反 転復 元
口縁部 残 存:%
SD-1

弥
生
式

土
器

壼

図15-73 残 存 高:9.2 頸部 の み残 存 。
鼓状 を呈 し、 口縁 部 及 び体 部

に向 っ て外 反 す る。

内外面共、横ナデ。
外面頸部中位に沈線文が16条
巡る。

胎土:や や粗
焼成:や や軟
色調:黄 褐色
反転復元
頸部残存:z
SD-1

弥
生
式

土
器

壺

図15-74 残 存 高:8.2 頸部及び体部上位のみ残存。
頸部は鼓状 を呈 し、体部は頸
部から外上方に直線的に延び
る。

外面:頸 部は横ナデ、体部は
不定方向のナデ。

内面:剥 離のため調整不明。
外面頸部に刺突文及び
沈線文を施し、沈線文
は6条 のみ残存。

胎土:や や粗
焼成:や や軟
色調:外 面一暗黄

褐色
内面一黄褐
色

反転復元
頸部残存僅少
SD-1

弥
生

式
土

器
壷

図15-75 残 存 高:6.0 頸部下位及び体部上位のみ残
存。
体部は頸部から外上方に外反
しながら延びる。

外面:一 部に縦又は斜方向の
刷毛目を確認できるが
摩滅のため不明瞭。

内面:頸 部は横方向のヘラ削
り、体部は横ナデ。

外面頸部に沈線文が4条 のみ
残存。

胎土:や や粗
焼成:や や軟
色調:外 面一淡黄

褐色
内面一黄褐
色

反転復元
頸部残存:%
SD-1

弥
生
式
土
器
壺
底
部

図15-76 底端 部 径:
10.0

残 存 高:5.2

底部及び体部下位のみ残存。
底部はほぼ平担で、体部は底
部から外上方に直線的に延び
る。

外面:縦 又 は斜 方向 の刷 毛 目。

内面:不 定方 向 の ナ デ。

胎土:密
焼成:や や良好
色調:外 面一赤褐

色
内面一褐色

反転復元
底端部残存:5
SD-1

土

師
器

小
型

壷

図16-77 残 存 高:4.9 口縁部下位から体部中位にか
けてのみ残存。
体部は扁球形で、口縁部は体
部から外上方に外反しながら
延びる。

外面:口 縁 部 の 一部 の み刷 毛

目で他 は横 ナ デ。

内面:横 ナ デ。

胎 土:密
焼 成:良 好
色 調:外 面 一 茶褐

色
内面 一 淡褐
色

反 転復 元

頸 部残 存:ン ≦
SB-1

須

恵

器

坏

図16-78 高台 径:8.4

残 存 高:2.1

底部及び体部下位のみ残存。
底部はやや丸みを帯び、底面
は凹状を呈す。底端部にやや
重厚な直立の高台を付 し、高
台端面は平担。体部は底部か
ら外上方に内弯しながら延び
る。

体部成形後、高台部貼 り付け。
内外面共、回転横ナデ。

胎土:密
焼成:良 好
色調:淡 灰色
反転復元
底端部残存:4
SB-1

須

恵

器

坏

図16-79 口 径:14.4

器 高:4.4

高 台 径:10.2

体部は底部から外上方にやや
内弯気味に延び、口縁部はや
や外反し薄手。
底部はほぼ平担で、底端部に
八の字型の高台を付 し、高台
端面は内傾する凹面を成す。

体部成形後、高台部貼 り付け。
内外面共、回転横ナデ。

胎土:密
焼成:良 好
色調:淡 灰色
反転復元
口縁部残存:%
SD-2

一33一



覧

種別 図面番号 法 量(cm) 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

図16-80 口 径:24.2 体部は扁平な半球形を呈し、 把 手部 貼 り付 け後 、ユ ビナ デ。 胎土:密
須 残 存 高:15.5 底部はほぼ平担。口縁部は頸 外面:底 部は回転ヘラ削りで 焼成:良 好

恵
部から外上方に短く延び、端
部は厚手で、端面はやや外傾

他は回転横ナデ。 色調:淡 灰色
反転復元

器
の凹面を成す。外面体部中位
に把手を付 し、体部から外上

口縁 部残 存:4
SD-2

鉢 方に内弯 しながら延び端部は
丸 い 。

図17-81 最 大 長:2.35 薄手で扁平な菱形を呈す。 両面共、丁寧な剥離調整。 材 質:サ ヌカ イ ト
石 残 存 幅:1.7 逆刺はやや鋭 さを欠き、基辺 色調:黒 灰色

最 大 厚:0.35 の凹 み は浅 い。 凹基無茎式

側辺にステップ状を呈する部 SD-2

分 を有 す る。

鏃

図17-82 残 存 長:2.5 先端部は扁平な菱形、基部は
噂

両面共、丁寧な剥離調整。 材 質:サ ヌ カイ ト
石 最 大 幅:1.5 台形 を呈 す 。 色調:黒 灰色

最 大 厚:0.45 側辺 は凹 凸 が激 しく、 ス テ ッ 平基無茎式
プ状 を呈する部分を有する。 SD-1

鏃

図17-83 残 存 長:4.2 刃部は直線的で、背部は刃部 両 面共 、研磨 調 整 。 材質:緑 泥片岩
石 残 存 幅:3.9 に対して斜傾するが、全体的 刃部に横方向の研磨痕 を有す 色調:黄 褐色

残 存 厚:0.6 な形状 につ いて は不 明 。 る 。 両刃式

包
残存片の斜上部に紐孔の穿孔
面を有する。

SD-1

丁

.図17-84 残 存 長:8.5 半月形を呈 し、体部上位に2 両 面 共 、研 磨 調整 。 材質:緑 泥片岩
石 最 大幅:4.7 ヶ所の紐孔を有す。刃部は直 刃部は横方向、体部は縦方向 色調:灰 緑色

最 大厚:0.6 線的で端部がやや弯曲する。 の研磨 痕 を有 す る。 両刃式

包
孔径:0,5

孔 間距 離:

背部は弯曲 し、端部に近い程
弯曲が急となる。

紐孔の穿孔部分に
紐擦れ痕、背部に

1.4 背潰れ痕 を有する。

丁 SD-1

丶

一34一



図 版



図
版

1

堀

遺

跡

1.A区 調査区全景 北西より

2.同 上 南東 よ り



図
版

2

堀

遺

跡

1.A区 調 査 区、竪穴式住居跡1(SB-1)東 よ り

2.A区 調 査 区 、竪穴式住居跡2(SB-2)北 東 よ り



図
版

3

堀

遺

跡

1.B区 調 査 区 、竪 穴 式 住 居 跡101・102(SB-101・102)西 よ り

2.B区 調 査 区 、土 壙101(SK-101)西 よ り



図
版
4

堀

遺

跡

1.A区 調 査 区、溝1(SD-1)遺 物 出土状況 北西 よ り

2.同 上 南東 よ り



図
版

5

沢

遺

跡

1.調 査 区全 景 西 よ り

2.溝2(SD-2)付 近 全景 南 よ り



図
版
6

沢

遺

跡

1.掘 立 柱 建 物1・2(SB-1・2)北 西 よ り

2.同 上 北 よ り



図
版
7

沢

遺

跡

1.溝1(SD-D北 東 よ り

2.同 上 、土層断面 南西 よ り


